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1．は じめに

　色 覚検査の歴史は、今か らほぼ 200 年前、色覚異常

者の色の見え方を検査することから始まり、その主流

は次第 に色覚異 常の検出が目的 とな っ て い っ た。

　我が国で は最近色覚異常の 職業適性が著 しく緩和

され、就職に対する諸種の制限規則も改正され、殆ど

の職種で、就職に当た D その異常が厳しく問題 になる

こ と が少な く な っ た 。今後 10 年 を 経過 す れ ば、一
般

的に行われて来た色覚検査の重要 1生は無視され、その

検査方法も重視される事なく、色覚異常が原因 で起こ

っ た と 思 わ れ る 些細 な 色の 見 間違い な ど は 、不明 の ま

ま等閑視さ れる ことになる と思 われる 。 そこ で色覚

検査 に対する研 究の歴史に つ いて、その発端から現在

に い たる経過を記述して 参考に供しようと思う。

2，色覚検査 の は じまり

　 色 覚異常に つ い て は 1600 年代か ら報告が ある 。

索 洋 で は明 （中国）時代の 萬暦 30 年壬 寅 （1602 ）王

肯堂 によ っ て 著された 『證治準縄 目部』に 「視赤如臼證」

と あ り、次い で 明 （中国）時代の 崇禎 17 年 （1644 ）傳

仁宇に よっ て編集された 『審視瑶函 （眼科大全）』にも

同 文の 「視赤如 自證 」が あ り、わ が国 で は延 宝 7 年

（1679 ）名古屋玄 医が 「医方 問餘目部」に 「證治準縄

目部』の 全文 を正 しく挙げ て い る の が見 られ る。ま た

正 徳 2年 （1712 ）に 写 本され た真嶋流目薬秘書 に色

覚論 と思われる記載がある と言 う
D

、 これ らは現在の

色覚異常そのもの を書き記 したも の かどうか、そ の 詳

細につ い て は不明で ある。

　欧米では色覚異常に つ いて は 1600 年代こ ろ よ り

報告があるが、遺伝性色覚異常に つ い ては ］777 年に

Huddart
？ ；

が Harrisとい う2 人の兄弟につ いて書 き記 し

た も の が 、最 初の確 実な報 告 で あ ろ うとされ て い る。

匚
一 ．

　　　　　　 一

一
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Huddart は、は じめ て特殊な色 覚検査を兄 弟に試み 、

沢山の色 リボ ン の 名称を尋ねた と こ ろ 、明る い 緑を黄

色、淡い赤を青、橙を緑と答えたと述べ ている。

　 19世紀の イギ リス の 化学者Johon　Dalton
” ’

（1766
〜 1844 ）は彼自身、第 1色盲であり色盲を科学的に

研究 した最初の人 として 有名 で あ る。26 歳 の Dalton

は ピ ン クのゼ ラニ ウムの 花を太 陽の光の下で 見る と

明 る い 黄色 に 見 え る の に 、ロ ウ ソ ク の 光 の 下 で は 青み

が全く消 え赤くな っ て しまうこ と、これは
一

般の人達

の 見え方と違う事に気付い た 。 この観察は Daltonが色

覚異常の 基 礎的な実験を行う端緒 と な っ た 。 こ れ らの

実験は 1794 年に行われたが 、4 年後の 1798 年 に発

表された。

　 ヨーロ ッ パ、ラ テ ン ア メ リカで は 、色覚異常ある い

は色覚欠損の症状を称 して Daltonismといい、現在も

通称と して 用 い られ 、国際色覚学会1CVS （1日国際色覚

異常学会 IRGCVD ）の ニ ユ
ーズ レタ ーは古 くか ら

「DALTONIANA 」と称され 、学会 の 会勢と世界各国の

文献抄録を紹介して い る 。

　欧米 で は 色覚異常に関する報告 は 上 記 の ように優

れた報告 が成されてい るが、不思 議な事 にギ リシ ャ、

ア ラ ビ ヤ の 学 者 の 報 告 は な い 。こ の 方 面 で は 、

Hirschbergは眼科史を書くに あた っ て 、ア ラ ビヤの 眼

科と ギリ シ ャ 医学と の 密接 な関係 を明 らかに した が、

色覚異 常に関す る記述を得 る こ とが出来な か っ た と

云う。さらにア ラ ビヤ医学は ローマ などでラテ ン語に

翻訳 さ れ 、中世以 降の欧州諸大学の教授規範本とな る

が x やはり色盲の記述はないと伊東弥恵治
1 丿

は述べ て

い る 。

3．色覚検査表製作の背景と過程

　明治8 年 （1875 ）スウ ェ
ー

デ ン に鉄道衝突事故 が

［　　　　　　　　 ．＝＝＝：＝」
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あり9 人が死亡 し、同国の Holmgren4 が調査の結果、

そ の 運転手 の色寛異常に 起因する こ とを報 告 して、こ

の 事件は氏の毛糸検査法と共 に有名とな っ た。また明

治40 年 （1907 ）汽船の衝突事故があり107 名が溺

死、調査の結果、一方の 船長が色覓異常であることが

判明した。こ のような ことが頻繁に お こ っ た の で 危険

な事例が海員 や鉄道員の 間でよ く知 られ る よ うに な

り、其の運行 に は制限が必要 とい う考えが広 ま っ て い

っ た、、

　 1837 年Goetheの友人で ある医師 Seebeck は種々

の検査 より赤に対する色感の ない も の 、緑に対する色

感 の な い もの を分類 しだ
：

。色覚に は 正 常と2型 の 異

常の あ る こ とが知 られ るよ うにな っ たが、色覚検査上

画期 的で あ っ た の は 1877 年仮性同色を応 用 した

Stilling表
6，
と、］907 年Nagel7 （］870 −

］910 ）が

Anomaloskop を発明 した こ とで ある。なお仮性同色

表 Pseudoisochromatische　Tafelnとは、健常者には異

な っ て 見 える色 が色覚異 常者 には 同 じ色 に見え る表

のことである 。

　ま た 1886 年 Konig と Dle†erlcl は 、ヘ ル ム ホ ル ツ の

大混色装置に よ D 、苦心の未、3原刺激 によ D スペ ク

トルの 各波長 を量的淇1」定 しゼ
1

。 （この 詳細は 、森礼於

訳金子 隆芳 解説並 びに補筆 「A ．ケ ー
ニ ッ ヒ ，C ，デ ィ

ー

テ リ ッ ヒ ：正 常 異常色覚系の 基本感覚と ス ペ ク トル

にお ける其の 強度分布」と題 され日本色彩学会誌 28

巻3 号、4ny　2004 、記載の論文 に詳細 に報告されて

い る ）
FS　1／
。

　 ドイ ツ で は 1907 年以降、鉄道員 の 検査に は 毛糸検

査 法 に代 え て ナ
ー

ゲ ル 表 を使用 す る こと にな っ た。

Nagelはこれ まで色盲で起こっ た鉄道船舶の 衝突事故

の 症例を挙げ、運転手 が難に殉 じて 証拠 が隠滅 す る こ

と、ま た再検査 に 毛糸 を使用するため、弁色不 能を完

全 に発見できないと批難した 。

　Holmgren毛糸検査法は多数の毛糸中よ り或る 1種

類を選ん で 之と同色 に感 じるもの を、濃淡 を問題に し

ないで選出する方法である 。 しか しこの検査法は被験

者 に 「同色を選ぶ云々」の意味が徹底 せ ず色々 に解さ

れ、とぎ に 判断を誤る こ とがあ り、また色覚異常を発

見す る こ とが難 しく、時間を要するなど か ら重ぎ をな

さず 、参考補助として用 いる場合が多か っ た。

　 明治43 年 （］9 ］0 ）以降に なると 日本で も、海軍兵

学校 、商 胎学校 、工 業 学校 の 入試、鉄 道員 の 採用 で は

色覚検査が行われるようにな り、陸軍では色覚異常は

現役将校に採用 しない こ とに した 。 海軍もま た志願

兵に対する検査で採用を制限することにな っ た 。

　し か し本邦で は 色覚異常 に よ っ て 起 こ っ た事故は見

当た らず、其の報 告もな い 。 欧州、特に北欧で 色覚異

常による交通事故が多発 したのは、気象条件の影響が、

我が国 と大き く異なる こ とと、用 い られた信号照明 も

暗く、現在と比べ 遥かに幼稚だっ たこ とが原因と考え

られる。

　 この頃 、わが国 で 最も 多 く使用さ れた色覚検査は 、

Holmgren の毛糸法 （色の 異な っ た毛糸が 120 〜］30

本ほどあ り、淡 い 桃色、緑色を出 して これ と似た色を

選出さ せ る 方法）、Stilling仮性 同 色表 （多数 の 大小不同

の小色斑を不定に並 べ 、その 間に別色の数字を配列し、

周囲の 点の 色が色覚異常に区別で きない表と、色覚異

常でも読める表 よ り な る検査表）で あ る。

　スチ ル リング仮性 同色表 （Stlllings　Pseudolso −

chromatische 　 Tafeln）の 第 1版 は 10 表 よ り成 り、

］877 年に発行されたが、15 版 （1918 ）はWil1、］6

版 （］922 ）、17 版 （1926 ）は Hertel（図 ］，2）によ っ

て 追 補 改定 さ れ 、更 に版 を重 ね 、1952 年 に は

Velhagen に よ ＝）て 改足版 が発行 さ れ た。先に 述べ た

よ うに仮性同色とは、健常者には異な っ て見える色 が、

異常者には同 じ色に見 え る こ と を 意味 して い る 。し か

しス チル リ ン グ表は健常者 が異 常者 の 如 く誤読す る

場合があ D 、其の点の改良が求め られて い た為に改 定

が重ね られたのである 。

　 小口表、石原表を始めと する本邦の色 覚検査 表 は、

スチル リン グ表を参考に考案さ れ た と言 っ て よ い 。我

が国 で は 、Stilllng表 の ほか に Holmgren の 毛 糸法 、

Nagel表 （23 個の 円状の小色斑を輪状に配列 して、円

形に並ん だ紅い丸、緑色 の丸 、灰色の丸の混同するも

の を選 ぶ多数 の カルタ表 ）が多 く便 用され、検査用 光

学 器械 と して は ナ ーゲ ル の アノ マ ロ ス コ
ー

プ Nagelの

Anomaloskop （Farbengleichnungs 　apparat ）が使用 さ

れたが、装置が複雑で高価な為 と、検査 に時間を要 す

る為、円常の
一

般検査 に は 使用 さ れ な か っ た 。

4 ．我が国に おける色寛検査 表

　我が国の色覚検査表は、Nagel表、　Stilling表等を参

考に考案された。

1）小口色神検査表

　小 口 忠太 は我が国で始めての色覚検査表と して 、明

治 43 年 （19 ］0 ）Nagel表 （カ
ー

ド票 に色輪が描 かれて
　　　　　　　　　　　　 ロ
い る）を参考に 「色神検査 表」

一．
を作製 した （図3 ，4）。

次い で 翌年 「小口氏 仮性 同色表」（図 5 、6 ）を陸軍衛 生

一一
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図 1　 Stilling仮性同色表 の 表紙 （17 版）　 1926 年発行 図2　Stilling仮性同色表　 1926 年発行
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図3　小 口 氏色神検萱表（円環一茶系） 明治43 （1910 ） 図4　小口氏色神検査表 （円環
一

多系）　 明治 43 （1910 ）

材料 と して 発行 した
励

。こ れ 等を合併 し て 昭和 9年

（］934 ）に 「最新色盲検査表」（図7 ，8 ）を一般に発売

した。こ れ は大型版で あ っ た が、昭和 12 年 （1937 ）

縮刷版の 「簡易ひらがな色盲検査表」を発行した。

　本表 は次 の 8表 ］7枚か ら構成 され て い る。色盲で

も読 める表
一 1枚。第3色盲に読めない 表一 1枚 。 主

と して 第 1色盲に読めな い 表一2 枚。主と して 第 2色

盲に読めない表一3枚 。第 ト 第2色盲及び同色弱に

読め な い 表一4枚 。第 1色盲 に 読 め な い 表一 1枚。第

一

2色盲に読 めな い 表
一一1枚。所謂迷行表一4枚で ある。

2）伊賀新撰色盲検査表

　我 が国の鉄道病院勤務 医で ある伊賀 文範は、大正 2

年 （1913 ）「新撰色盲検査表 （一名仮性同色表）」（図9 、

10 ）を発行 した
11 ／

。本表はスチル リン グ表の原理 に

基 いて製作さ れた もの で 「錯誤色ハ ．一多数ノ実験 二

依 リ得 タ ル モ ノ ニ シ テ 　 文字 ハ 簡易 ナ ル 片仮名 ヲ採

用シ 、偏 二 実用 的検査ノ 目的 二 副 ワ ン コ トヲ期セ リ、
一

」とある。

．．■ 56L ＿二 一 …」
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図5　小 口氏仮性同色表　 17表

　　　 大型版　明治44 （1911 ）

図6　小ロ氏仮性同色表　19 表

　　　 大型版　明治44 （1911 ）
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図7　小ロ氏最新色盲検査表　表2　昭和 9 （1934 ）
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図8 　小口氏最新色盲検査表　表 17 　昭和 9 （1934 ）
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飜
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鑞
図9　伊賀氏新選色盲検査表　表3 （第1類）

　 　 大正 2年 （1913 ）

図 10 　伊賀氏新選色盲検査表　表 15 （第5類）

　　 　 大正 2年 （1913 ）

難
図 11　 色神表 （海軍省医務局）　 第 2表

　第 1類 （4枚）は赤緑色盲を検 し、第 2類 （4 枚）は赤

緑色弱 を、第 3類 （2枚 ）は青黄色盲を、第 4類 （4枚）は

「各原色 ヲ部分的 二 検シ、」（著者註 ：意味不明）旦 つ 色

弱を区別する表、第5類 （1枚）は詐病を発見するの に

用 い る 表か ら成 っ て い る 。 本検査表は第 5版 （］921 ）

．」 58

図 12 　色神表 （海軍省医務局）　 第3表

まで発刊され、鉄道 関係では盛んに使用されていたよ

う で ある。

3）色神表　海軍省医務局

　発行年月日記載な し。 作成者不明 。

　全 12 表 の うち、ひ らがな表 7 表、カ タ カ ナ 表5表か

1
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図 14 　石原色盲表第 1類
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図 15　石原色盲表第 1類 　色班の色度

ら成 り、ひ らがな 表は文字の 形 ，色斑のと り方 など石

原表に 酷似、カ タカナ表 は、地色 、色斑 と も に 三 角形

の千代紙模様 で独自の 図形を呈 して い る。］2表の順

序 は 、よ、ホ 、モ 、セ、力、ホ、ち、あ、た、な、ひ の 順

で ある 。 第 1表の 「よ」はデモ ン ス トレ
ー

シ ョ ン 用であ

る。検査表と眼の距離は 75cm で あ る （図 1 ］，］2 ）。

　藤田
12．1

に よれば、昭和 4年度の海軍志願 兵徴募身体

検 査 で 「識 色力ハ海軍色神表二 依 リ テ検査 シ 色弱ノ 程

度ノ モ ノモ 勿論不合格 トセ リ」とあ り、本表を用い て

色覚検査 を行 っ た結果、志願兵も色覚正常を合格条件

［二＿ ．　　　
．

一　 一　　　 59

として い た こ とが判る。

4）石原式色盲表
13 ）

　石原 は大正 4年 （1915 ）、軍医 のなかにひとり、更

に陸軍 より出張を命 じられた東大大学院生のな かに

色覚異常の ひとが
一

人いて、このひと達の 助 けを借り

て 、色自の 間違い 易い 色 を用い試作 を繰 D 返 して色盲

表を つ くっ た 。こ の表の色に幾分のII多正 を力口え、表 の

大きさを縮小 して、こ れ を仮に 印刷 して 徴兵検査 に使

用 し、其の後大正 5年式色神検査表 が出来 た。これは

ひ らがなと曲線 とが用 い られ て い て 非売品で あ っ た。

［＝ 二 　　　　　　　　　
．．
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図 17 　石原色盲表第 2類　色班の色度
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図 19 　石原色盲表第 3類　色班の色度

さらに、これ と同 じ原埋で カ タ カナを用 い て、日本色

百 検 倉 表 初 版 1：大 1［5 年 ：1 を発売 、次 い で 大 工卜7 年

昌 918 ）には数字による学校用色盲検歪表がで きた ，

　石原 式色盲検査表の構成は 5類 （種類）の表か ら成

っ て い る u その他数橦の版があるが原理はすべ て 下記

の構成から成 っ て い る
1

。

1 色 寛健 常者も 異常者も視力が極端に悪 くない限 り

　 誰 で も 読 め る 表 、

2 ．色覚健常者と 異常首と が 異なっ た 読 み 力をす る表 で 、

　 地と文字、図形の色 によ って 2種類に分けられる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t60

3 ．健常者に 読め て 、異常者に読めない 表。2と 同様2

　 種類 に分 け ら れ る ，

4、異常者に読め て 健常者に読めない表 ，

5．第 1、第 2色覚異常の中
．
」
．
生点の位萱の相遅を禾1」用 し

　 て、両者を分類し、さらに盲と弱を分頚する表、

（著者註 、盲、弱分類の 試 み は 実 際 に は 因 難 で 、の ち に

判定上 の混 乱を招く原因 とな っ た 。第 1、第2色覚異

常の 判定、特に 盲弱 の 判足 に は 必 ず ア ノ マ ロ ス コ ープ

によらなけれ ば な ら な い ）
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図23 　石原色盲表第5類　色班 の 色度

　大正 9 年 G920 ）国内向 の 検弯表と、外 国 向け も の

を 6DO 冊 つ くり、その うち 90HF1を世界各匡」の 大
「’
）
’1
へ

寄贈した。ア メリカ、ヨ
ー

ロ ッ パの反響は大きか っ た．

　大止 12 年 （］923 ）に北欧諸国の船員、釟道員 の 色

覚検査法の制定会議の席上で Meisli［g が原案 と して灯

火 に よる検査法 と石原表 （場合によ っ て は ス チル リン

グ表）を使用 する こ とを提議 した．次い で 昭和4 年

a929 〕オ ラ ン ダ、アムステル タ
．
ムで第 13回国際眼

科学会 が 開 か れ 、こ の 席上、飛 行 機 の 操縦者 、トラ ッ

61

ク運転手 、鉄道従業 員お よひ海員の眼の磯能を検査す

る規準を統
一

す る協議が行 わ れ 、色覚部
ヨ

『を受［Ji寺
．．
丿

て い た専門委員の Engelklng は種 々の検査結 果を報告

し「色覚の 国際的櫛査法と して 、ス チ 11レリ ン ク
．
表 、石

原表およびナ
ー

ゲルのアノマ 囗 ス コ
ー

プを採用すべ き

で あ る」と主定議 した．

　昭和8年 （1933 ．］ス ペ イ ン 、マ ドリヅ ドで第］4 』国

際眼科学会が閠かれ 、その席上で最終的 に 1自覚 は数

桂 の 方法 で 横査 9る が、その 中 に は必 9’21i の 仮性 百1
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色表による検査を含まぜる こ と。出来得れば ス チル リ

ン グ表お よび石原表 を用 いる こ と」と決議され、こ の

決定を世界各国の雑誌で公表することにな っ た 。 そ し

て 石原表は世界的に知られるよ うにな っ た。

　石原表は単に検出力 がよいばか りで な く、ひらがな

表から数字表と した と こ ろに、万国共通の仮性同色表

と して迎えられた理由がある と思われる。

　図 13は、CIE色度図上 の 第 1色盲と第2色盲の混 同

色軌跡cQnfusion 　Iocusを示す 。 こ の 図 は Pitt（1935 ）
15
’
の第 1、第 2 色盲 に関するものを LJudd15

；

がCIE色

度 図上に変換 したもの で ある。W は白色点4800k ，　N

は そ れ ぞ れ の 中性 点 neutral 　polntを 示 し，第 1色 盲

495 ．5nm ，第 2 色 盲 500 ．4nm に あ り 、収 束 点

copunktal 　 pointは、それぞれ x ＝ 0．747 、y ＝ 0253 ，

× ＝ 0108 ．y ＝
− 0．08 にある 。 両者とも中性点を通

る混同色軌跡上の色光はすべ て 白色 に見え、また他の

混同色軌跡上 の 色光は等 色に見え る 。第 1色盲の 混同

色帯は色度図の 赤紫色 隅へ 集中 し、第2色盲で は青紫

隅へ 集中して い る 。

　石原色盲検査表国際版の各表 の 色斑 に就 い て 、関
1／丿

表 1　石原式色盲検査表の色斑の色表示
IB）

　 　 Y　　 Pe　　 め

　 　 55．8　　5，2　 497．1
ろ77　42，5　50．1　　5B7．8
414 　2B．5 　40．0 　569．5
418　44．5　45．6　570．8
406　 54．2　 41．0　 575．0
374　　26．9　　：4．1　　545，0
3” 　55，4 　25．8 　554．0
δき∋　 63．9　　19．0　 5巳9，】

ろpg 　　59，5　　P6，　D　　600．0
375　 57．1　 5S，5　 581，1
ろ65　 29，4　 ∈B，6　 594．4
572　 43．6　 48．δ　 58E］．9
576　 50．1　 4P．5　 584．6
37B　　39．2　　50．4　　587，4
576　　55．0　　39．5　　552．8
526 　51 ．7 　51．9 　604．0
ろ宏〜　54．0 　27．5 　58 づ、7
ろ51　 51．5　 13．4　556．5
ろ52　　祀 ．T　　10．1　　558．0
4αア　54．7 　42，2 　57S ．5
41？　46．9　 4？．2　 571，7
425 　32．7　45．1　569，8
450　 32．2　 47．2　 569．5
419　 44．8 　44．1　 570．9
397 　 5B ．5　 41 ．8　 574 、8
535　 37，4　　 4、4　 509，8
351　　M ．7　　1呂．0　　566．0
576 　　60．3　　55．0　　579，9
576 　5？．2 　4t．5 　5B4．0
572 　40，9 　48．6 　588，9
329 　5g．1 　 29、7 　605．0
354　 50．9 　 24．2　 596 ，4
645　 59．5　　25，0　　587 ．0
4？7　　56．1　　65．9　　580 ．3
418　 57，4　 51，5　 576．1
乙74 　　59，9　　21．4　　595．5
585 　50．0　 21．7　560．1
589　　59．2　　2D．4　　555 ．1

Munsetl　Notation
2．8BG 　6．5／1．7
4．OYR 　7．017 ．7
2．5GY 　5．914 ．5
］．5GY 　2．1！B，5
B．6Y 　　　　7．7〆　5．1
τ．4G 　　5．7！5．8
5．4GY 　7．7〆3．3
1．8YR 　8．5〆3、6
6．5R 　 　6．8〆5．7
10，0YR 　7．9！5，1
6．2YR 　7．5！5，2
4．6YR 　6．7！5，7
0．5YR 　5・919 ・δ
3．5YR 　 7．O！7．8
7．6YR 　 7・8，f5 ・7
5．OR 　　 6．1！8．T
4・5YR 　7．714 ．3
9．5GY 　7．6〆δ．0
2．5G 　　　　6．6〆　3．7
B．GY 　　　7．B〆5，2
0．5GY 　7．615 ．罪

2．5GY 　6．2〆5，1
2．5GY 　6、pt　 5．4
1．5GY 　7、甘15．3
4．OY 　 　8．015 ．2
7．3G 　　6．6〆2．1
5．9GY 　7．811 ，9
9．9YR 　B．lt4 ．8
5．7YR 　6．716 ，0
5，5YR 　6、9！7．7
5．6R 　　6，7〜7，6
7，7R 　　7・5〆5・8
5．OYR 　8．O！4．0
1．OY 　　　　7，8！　9．5
4．5Y 　　8．5∫6．8
6．1GY 　8．1！3．4
臼，OGY 　7，5！4．2

11．OGY 　6，714 ．9

は日本色彩研 究所製標準色票 と マ ッ チする色を比較

し、安達、勅使河 原
18 〕

は GE 社製 の 自記分光光度計 に

よ っ て 分光反射率を沮1」定 した 。

　 図 14 か ら 図 23 は 石原色 盲表国際版の各表 と、その

表の色斑の色度分布を CIE色度 図上 にプ ロ ッ トした も

の で 、表 1はそ の 色表示を示 す。

　第2色盲で は、色度図上 に現れた混 同色帯の境界線

が全て殆ど平行 して いる こ とがあげ られ、第2色盲は

赤紫色にも、また青紫色に も 、 ほぼ同等の識別能を有

して お り、白と混同 す る紫色が、第 1色盲では赤みの

強い 紫であ るの に対 し、第 2色盲で ははるかに青みが

か っ た紫で ある こ とをあげられる 。

　こ の こ とは、石原式色盲検査表中の第 ］、第2色覚異

常の鑑別表図22 、図 23 （第 5類）に利用されている
1Y ）

。

　 こ れ等の 測色成績か ら石 原 表 を検 討 して み る と、

Pitt，　Juddの第 1色盲、第 2色盲の混合色軌跡とよく一

致 して おり、石原表が理論的にも極 めて優れた検査成

績が得 られる理由が説明された。

第 1頬 　 1
　 　 　 2
第 2 類　 1
　 　 　 2
　 　 　 3
　 　 　 4

　 　 　 5
　 　 　 6
　 　 　 7

　 　 　 8
　 　 　 9
　 　 　 10

第 3 頬　 1
　 　 　 2
　 　 　 3
　 　 　 4
　 　 　 5
　 　 　 6
　 　 　 7
　 　 　 8

　 　 　 9
　 　 　 1e

節 4 預 　 1
　 　 　 2
　 　 　 3
　 　 　 4
　 　 　 5
　 　 　 G
　 　 　 7
　 　 　 8

第 5 頬 　 1
　 　 　 2
　 　 　 3
　 　 　 4
　 　 　 5
　 　 　 6
　 　 　 7

　 　 　 8

　 x　 　　 y
O．？94　 0、525
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　 「色盲 の 話」
2°’

と 題 す る講演 の な か で 石原 は 次 の よ

うに述べ て い る 。

　 「私の弟が色盲で 、ス チル リン グの 表は読めない の

で すが、夜ラ ン プ の 光 で 見 れ ば読 め る そ うで あ り ます 。

なお鉄道や船の信号の色を、ち ょ うど色盲の間違 える

よ うな色にせずに、一方へ 黄色を多く入れ他方へ 青色

を多 く入れれば、黄や青は色盲には非常によ く見える

の ですから、仮令 （たとえ）色盲の機関手が居たと して

も 差し支 え は な い の であ ります 。 現今鉄道 で は紅
・
緑

のほか、橙黄色
・
淡紫色の信号 を用い て 居るそ う で す

が、こ の後の 方の 色な らば、色盲で も決して 危険な こ

とは無い の で あります」と研究会で報告している。

　 こ の ように石 原は、す で に大正 元年 臼 912 ）に色

覚異常者の 非混同色に つ い ても触れてお り、信号灯の

問題 が云 々 され る現代にお い て こ の卓見 は注 目さ れ

なければならない。

　石 原 は 色覚専 門 の 研究者 で は な い が、軍医 と して衛

戍 （えい じゅ）病院に勤務するとき、リュ ミエ
ー

ルの オ

ートク ロームの天然色写真によ っ て色の原理や混色の

原理を知 り、心理学研究会の視的錯覚の話に興 味をも

ち、ドイ ツか ら帰国 した菅原教造氏か ら提供された色

や明度の標準になる紙を色盲表の 研究に使うなど、色

覚検査表製作に 必要な い ろいろの基 礎知識 を持 っ て

いたことがわかる
21 ／
・
e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号）

　　　　　　　　　一　　　　 ．一
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註記 ：学術用語と して色覚異常の 分類に盲弱の用語を

用 い る が、本邦 で は色盲 、色弱を社会的用語 と して 色

覚障害と称して い る こ とを付記する。
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